
「みやぎ合律令」の申告内

この凄、故郷谷津をこよをく費してやまをい青息が暑い、合律の塵

史、文代、．自選、そして人を蕗りふい、その書埼らしさを樽泉に繋げて

いきた、という憩いから、「みやぎ合律令」を蚤見させることといたしまし

た。

ヱ・争、負え‘こ向けて隼璃やでありますが、忠食すべき鼻一句句

の蕗合を谷津と仙台Jこ倦もりのある8にと凍えまは。

そこで、郷土の見入、合繚藩士・遠藤敬止が審噂の斜塔黄高瀬

尊者・演次英一の今を受け、合繚藩と仙台蕗の壁を盤え、鼻七十

七伺え銀行の2代匂頭取におかオし就任した明蕗74年の7月に

均んで、覚え蕗合の8を早成20年7月2g8とし大泉鼻であります。

っきましては、胡俸「みやぎ合律令親分」をご一濠のう冬、ご理解を

趨り、旦弗ご入谷頂き、負え蕗合が盛大に孝行されますことを頑い、

ここ‘こお顔いやし上げる及鼻であります。

早成79年相月寺8

みやぎ合律令　尊皇人合　金長　頚偽　冷凍


